
 

 

皆さまからの温かいご支援をお待ちしております 

いつもチェル救をご支援くださりありがとうございます。 

今までに何度か財政が危機的状況に陥りながらも、 

みなさまの温かいご支援により危機を切り抜け、チェル救は、今、 

３０年を超えて活動を続けていこうとしています。 

本当に感謝に堪えません。 

来年は、チェルノブイリ原発事故から３５年、 

チェルノブイリはもとより、福島でさえも事故は風化し、 

日々の暮らしの中で人々の意識にのぼることはほとんどなくなってきました。 

また、来年を「事故は過去のもの」と区切りの年にしようとする空気も感じられます。 

しかし、放射能汚染は現前し、 

汚染地で暮らさざるを得ない方々も何万人、何十万人とみえます。 

チェル救は、微力ですが、汚染地に暮らす人々とのつながりを大切にして、 

原発事故を乗り越えて生きようとされている方々に寄り添い励ましながら、 

今後も活動を続けていきたいと考えています。 

また、原発事故を次の世代に伝えていく役割も 

積極的に担っていきたいと考えています。 

来年を、原発事故を乗り越えるための 

次の 10年のスタートにしたいと思います。 

みなさまのご支援をいただき、 

加えて活動の内容も見直して費用を削りながらも、 

チェル救の財政は厳しい状況が続いています。 

現在ある手持ちの資金は今年度の活動で底をつき、 

来年度を迎えるための資金がない状況です。 

新型コロナウイルスの影響もある中、 

みなさまにご支援をお願いするのは心苦しくもありますが、 

敢えてお願いします。 

ご寄付をよろしくお願いします。チェル救を応援してください！ 

理事長 池田光司 

オンラインで 
寄付をする 



 

  

寄付金はこれらの活動に使われます 

●ミルクキャンペーン… 
こどもたちの粉ミルクや栄養改善ミルク、離乳食
の購入費用として使われます。 
支援先はウクライナ・ジトーミル州内の産科病棟
のある小児病院や孤児院などです。 

●福島支援… 
南相馬市、浪江町、富岡町の放射線量
を測ってマップにする活動や、「放射能
測定センター・南相馬」との活動連携、
菜の花プロジェクトを展開する「南相馬
農地再生協議会」の活動サポートにも
使われます。 

●チェルノブイリ支援… 
ウクライナ・ジトーミル州内の病院で必要な
医療機器や、事故処理作業者への医薬品な
どの購入費用として使われます。 

●使途指定なし… 
わたしたちの活動すべてに使われます。直接的な
支援金だけでなく、運営費にも充てさせていただ
きます。 
「どの活動も応援したい！」という方は、使途を指
定せずにお振込みください。 

ご協力よろしくお願いします！ 

＜郵便振替口座＞00880-7-108610 

加入者名：特定非営利活動法人チェルノブイリ救援中部  

＜銀行口座＞ 

三菱東京 UFJ銀行・高畑支店（店番 297）普通・1682863 

名義：特定非営利活動法人チェルノブイリ救援中部 理事長 池田光司 

会員として私たちの活動をサポートしてくださる

仲間を広く募集しています。 
ご友人などにもご紹介くださると幸いです。 

年会費は 3,000円です。 

払込用紙に「会費」と記入してください 


